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訳
者
あ
と
が
き

　

本
書
はJosephRaz,Practical R

eason and N
orm

s,secondedition

（PrincetonU
niversityPress,1990

）

の
全
訳
で
あ
る
。
本
書
は
一
九
七
五
年
に
初
版
が
同
じ
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
出
版
会
か
ら
発
行
さ
れ
、
こ
の
第
二
版
で

「
後
記
」
が
加
え
ら
れ
た
。
ま
た
一
九
九
九
年
に
は
こ
の
第
二
版
と
同
じ
題
名
の
本
がO

xfordU
niversityPress

か
ら
刊
行
さ
れ
た
が
、
本
書
と
内
容
に
変
化
は
な
い
。

　

題
名
の
中
の“PracticalReason”
は
複
数
形
で
な
い
か
ら
「
実
践
理
性
」
と
訳
す
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
が
、

本
書
で
は
理
性
よ
り
も
理
由
の
方
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
ず
っ
と
多
い
し
、
カ
ン
ト
の
『
実
践
理
性
批
判
』
へ
の
無
用

な
連
想
を
避
け
る
た
め
に
も
、
訳
題
は
『
実
践
的
理
由
と
規
範
』
と
し
た
。

　

著
者
の
ジ
ョ
セ
フ
・
ラ
ズ
（
一
九
三
九
―
二
〇
二
二
）
は
現
代
の
法
哲
学
（
法
理
学
）・
政
治
哲
学
の
学
界
に
巨
大
な

貢
献
を
果
た
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル
出
身
の
哲
学
者
で
あ
り
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
法
哲
学
教
授
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学

ロ
ー
ス
ク
ー
ル
教
授
、
キ
ン
グ
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
（
ロ
ン
ド
ン
）
教
授
を
歴
任
し
た
。

　

本
書
以
外
の
単
書
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

T
he Concept of Legal System

,Secondedition

（1980

）（
邦
訳
『
法
体
系
の
概
念
―
―
法
体
系
論
序
説　

第
二
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版
』
松
尾
弘
訳
、
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
）

T
he M

orality of Freedom


（1986

）

E
thics in the Public D

om
ain, Revisededition

（1995

）

E
ngaging R

eason 

（1999

）

V
alue, R

espect, and A
ttachm

ent 

（2001

）（
邦
訳
『
価
値
が
あ
る
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
』
森
村
進
・
奥
野
久

美
恵
訳
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
二
二
年
）

T
he Practice of V

alue

（2003

）

T
he A

uthority of Law
,Secondedition

（2009

）

Betw
een A

uthority and Interpretation 

（2009

）

From
 N

orm
ativity to R

esponsibility

（2011

）

T
he R

oots of N
orm

ativity 
（2022
）

　

な
お
日
本
で
独
自
に
編
ま
れ
た
論
文
集
『
権
威
と
し
て
の
法
―
―
法
理
学
論
集
』（
深
田
三
徳
編
、
勁
草
書
房
、
一
九

九
四
年
）
と
『
自
由
と
権
利
―
―
政
治
哲
学
論
集
』（
森
際
康
友
編
、
勁
草
書
房
、
一
九
九
六
年
）
は
前
期
の
ラ
ズ
の
代
表

的
な
論
文
を
八
篇
ず
つ
計
十
六
篇
収
録
し
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
は
改
訂
の
上
でT

he M
orality of Freedom

と

E
thics in the Public D

om
ain

の
中
に
含
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

ラ
ズ
の
前
期
（
大
体
二
十
世
紀
中
）
の
著
作
は
、『
法
体
系
の
概
念
』
と
本
書
を
中
心
と
し
て
法
哲
学
の
分
野
に
属
す

る
も
の
が
多
い
が
、
そ
の
後
の
著
作
は
政
治
哲
学
や
価
値
論
に
属
す
る
も
の
が
多
く
な
っ
た
。

　

法
哲
学
の
著
作
の
中
で
も
、
博
士
論
文
に
基
づ
く
最
初
の
著
作
で
あ
る
『
法
体
系
の
概
念
』
は
、
ハ
ン
ス
・
ケ
ル
ゼ
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ン
の
「
純
粋
法
学
」
と
ラ
ズ
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
お
け
る
指
導
教
官
だ
っ
た
H
・
L
・
A
・
ハ
ー
ト
の
法
理
論
の

影
響
が
強
く
、
彼
ら
の
議
論
へ
の
批
判
的
検
討
を
行
っ
て
い
て
も
彼
ら
の
問
題
圏
の
内
部
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ
れ
に
対

し
て
本
書
は
、「
排
除
理
由
」
と
い
う
概
念
に
基
づ
く
権
威
の
分
析
を
は
じ
め
と
し
て
ラ
ズ
独
自
の
発
想
や
問
題
提
起

に
満
ち
て
い
る
。
特
に
権
威
の
概
念
に
つ
い
て
の
「
先
取
り
テ
ー
ゼ
」、
権
威
そ
れ
自
体
の
正
当
化
に
つ
い
て
権
威
の

発
す
る
命
令
に
従
う
人
の
利
益
に
訴
え
か
け
る
「
サ
ー
ヴ
ィ
ス
的
理
解
」
と
「
通
常
の
正
当
化
テ
ー
ゼ
」、
法
に
つ
い

て
の
「
超
然
た
る
言
明
」
と
い
っ
た
ラ
ズ
の
法
理
論
の
核
心
的
な
観
念
は
、
そ
の
名
前
こ
そ
ま
だ
使
わ
れ
て
い
な
い
が
、

実
質
的
に
は
本
書
の
中
に
す
で
に
登
場
し
て
い
る
（「
先
取
り
テ
ー
ゼ
」「
サ
ー
ヴ
ィ
ス
的
理
解
」「
通
常
の
正
当
化
テ
ー

ゼ
」
の
内
容
は
本
書
第
１
章
第
２
節
・
第
2
章
第
2-

3
節
と
「
後
記
」
の
中
で
、
ま
た
「
超
然
た
る
言
明
」
に
つ
い
て
は
第
５

章
第
４
節
の
中
で
）。
法
哲
学
に
属
す
る
後
のT

he A
uthority of Law

が
モ
ノ
グ
ラ
フ
で
は
な
く
論
文
集
で
あ
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
本
書
は
法
理
論
に
お
け
る
ラ
ズ
の
代
表
作
と
言
え
よ
う
。

　

本
書
に
や
や
立
ち
入
っ
て
触
れ
て
い
る
重
要
な
日
本
語
文
献
と
し
て
は
、
前
記
の
『
権
威
と
し
て
の
法
』
の
編
者
解

説
の
ほ
か
、
次
の
も
の
が
あ
る
。

石
井
幸
三
（
一
九
八
五
）「
ラ
ズ
『
実
践
理
由
と
規
範
』
に
つ
い
て
（
一
）（
二
・
完
）」『
龍
谷
法
学
』
十
八
巻
一
・

二
号
（
全
体
の
紹
介
）

大
上
尚
史
（
二
〇
二
〇
）「
ラ
ズ
に
お
け
る
排
除
理
由
の
概
念
：
C
・
エ
ッ
サ
ー
の
批
判
を
手
が
か
り
に
」『
法
律

論
叢
』
九
十
三
巻
一
号

三
浦
基
生
（
二
〇
二
四
）『
法
と
強
制　
「
天
使
の
社
会
」
か
、
自
然
的
正
当
化
か
』
勁
草
書
房
（
本
書
第
５
章
第
２

節
の
批
判
的
検
討
を
含
む
）
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こ
れ
ら
の
論
者
に
限
ら
ず
、
日
本
の
法
哲
学
者
の
間
で
本
書
は
広
く
知
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
重
要
性
に
も
か
か
わ

ら
ず
今
日
ま
で
翻
訳
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
は
次
の
原
因
が
考
え
ら
れ
る
。

　

第
一
の
原
因
は
面
倒
な
文
章
で
あ
る
。
ラ
ズ
は
決
し
て
好
き
好
ん
で
難
し
い
文
を
書
こ
う
と
し
た
わ
け
で
は
な
い
だ

ろ
う
が
、
議
論
の
厳
密
さ
を
重
視
す
る
あ
ま
り
、
二
重
三
重
に
節
や
関
係
詞
が
重
な
り
合
う
長
大
な
文
章
を
書
い
た
り
、

独
自
の
用
語
法
を
用
い
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
た
め
読
解
に
は
多
大
の
注
意
が
必
要
に
な
る
。
こ
の
翻
訳
で
は

長
い
文
節
を
〈　

〉
に
入
れ
た
り
、〔
そ
の
一
方
〕
と
い
っ
た
語
句
を
補
っ
た
り
す
る
こ
と
で
読
者
の
理
解
を
少
し
で

も
容
易
に
し
よ
う
と
し
た
。〔　
〕
内
の
語
句
は
訳
者
に
よ
る
挿
入
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
の
原
因
は
第
一
章
第
一
節
「
理
由
の
構
造
に
つ
い
て
」
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
論
理
記
号
を
多
用
す
る
な

ど
本
書
の
中
で
も
特
に
緻
密
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
無
味
乾
燥
か
つ
難
解
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
し
て
本

書
を
最
後
ま
で
読
め
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
節
は
第
一
章
第
二
節
以
後
を
理
解
す
る
た
め
だ
け
な
ら
ば
不
必
要
な
部

分
が
多
い
。
実
際
そ
れ
以
後
は
ほ
と
ん
ど
論
理
記
号
も
出
て
こ
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
私
は
陶
淵
明
同
様
、「
書
を
読
む
を
好
め
ど
も
甚
だ
し
く
は
解
す
る
こ
と
を
求
め
ず
、
意
に
会
う
こ
と
有

る
ご
と
に
欣
然
と
し
て
食
を
忘
る
」
と
い
う
人
間
で
、
趣
味
で
な
く
研
究
の
た
め
に
本
や
論
文
を
読
む
と
き
で
さ
え
、

大
体
の
趣
旨
が
わ
か
れ
ば
よ
く
て
、
細
部
の
よ
く
わ
か
ら
な
い
点
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
自
分
に
関
心
が
あ
る
個
所
だ
け
精

読
す
れ
ば
よ
い
、
そ
う
で
も
な
け
れ
ば
多
読
で
き
な
い
、
と
思
っ
て
き
た
―
―
今
回
の
よ
う
に
翻
訳
す
る
と
き
は
ま
た

別
だ
が
。
本
書
の
読
者
も
そ
の
よ
う
な
態
度
を
と
っ
た
方
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
私
は
昔
初
め
て
本
書
に
接
し
た

（
読
ん
だ
と
は
言
わ
な
い
）
と
き
、
こ
の
最
初
の
部
分
で
挫
折
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
、
著
者
ラ
ズ
の
意
図
に
は
反
す
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
第
一
章
第
一
節
を
読
み
進
め
る
こ
と
に
困
難
を
感
ず
る
多
く
の
読
者
に
は
、
序
論
か
ら
す
ぐ
に
「
排

除
理
由
」
と
い
う
本
書
の
中
心
的
な
テ
ー
マ
を
取
り
扱
う
第
一
章
第
二
節
に
進
む
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。
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こ
の
排
除
理
由
と
い
う
概
念
は
本
書
全
体
を
貫
く
ラ
イ
ト
モ
チ
ー
フ
に
な
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
ラ
ズ
の
そ
の
後

の
法
理
論
の
み
な
ら
ず
政
治
哲
学
・
倫
理
学
に
も
わ
た
る
思
想
全
体
の
中
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
続
け
た
し
、
そ
れ

自
体
と
し
て
重
要
な
指
摘
だ
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
は
規
範
や
理
由
に
関
す
る
今
日
の
哲
学
文
献
の
中
で
軽
視

さ
れ
て
い
る
き
ら
い
が
あ
る
。（
た
と
え
ばD

anielStar

（ed.

）,T
he O

xford H
andbook of R

easons and N
or-

m
ativity,O

U
P,2018

と
い
う
千
ペ
ー
ジ
を
超
え
る
巨
大
な
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
中
で
も
三
ペ
ー
ジ
足
ら
ず
で
片
づ
け

ら
れ
て
い
る
。）　

そ
こ
で
こ
の
訳
書
で
は
、
私
と
違
っ
て
ラ
ズ
の
業
績
全
体
に
通
じ
て
い
る
服
部
久
美
恵
さ
ん
に
排
除

理
由
に
つ
い
て
書
い
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

　

本
書
が
取
り
上
げ
る
ト
ピ
ッ
ク
は
冒
頭
の
目
次
か
ら
見
て
と
れ
る
が
、
排
除
理
由
以
外
で
私
が
特
に
関
心
を
持
っ
た

も
の
を
取
り
上
げ
れ
ば
以
下
の
通
り
だ
。

第
二
章
第
一
節
　

ハ
ー
ト
の
〈
規
範
の
実
践
説
〉
へ
の
批
判
（
六
九
頁
以
下
）

　

ラ
ズ
は
ハ
ー
ト
と
共
に
現
代
の
法
実
証
主
義
の
代
表
的
な
論
者
と
目
さ
れ
て
き
た
が
、
ハ
ー
ト
の
実
践
説
に
は
こ
こ

で
三
つ
の
理
由
か
ら
異
を
唱
え
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
理
由
は
あ
ま
り
理
解
し
や
す
く
な
い
が
、
と
も
か
く
そ
こ
に
共
通

す
る
の
は
〈
実
践
説
は
ル
ー
ル
の
規
範
的
性
質
を
十
分
に
説
明
し
て
い
な
い
〉
と
い
う
要
素
だ
。
だ
が
そ
の
一
方
、
ラ

ズ
は
後
述
の
第
四
章
第
三
節
な
ど
で
は
法
体
系
の
存
在
の
規
準
と
し
て
法
適
用
機
関
（
典
型
的
に
は
、「
一
次
的
機
関
」

と
呼
ば
れ
る
裁
判
所
）
の
実
践
を
中
心
に
置
い
て
い
る
の
だ
か
ら
、
結
局
の
と
こ
ろ
ハ
ー
ト
と
ラ
ズ
の
立
場
の
相
違
は

微
妙
な
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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第
三
章
第
一
節
　

排
除
的
許
可
（
一
二
二
頁
以
下
）　　

　

ラ
ズ
は
第
二
章
と
第
三
章
で
規
範
を
義
務
的
規
範
と
許
可
的
規
範
と
権
能
付
与
規
範
に
大
き
く
三
分
す
る
が
、
許
可

的
規
範
の
中
で
は
排
除
的
許
可
と
い
う
「
強
い
許
可
」
を
特
に
重
視
す
る
。
こ
れ
は
「
排
除
理
由
」
と
似
て
非
な
る
も

の
だ
。
排
除
理
由
は
あ
る
行
為
を
支
持
す
る
特
定
の
諸
理
由
を
排
除
す
る
理
由
だ
が
、
排
除
的
許
可
は
行
為
の
差
し
控

え
（
そ
の
行
為
を
し
な
い
こ
と
）
を
支
持
す
る
決
定
的
理
由
を
無
視
・
排
除
す
る
こ
と
へ
の
許
可
で
あ
る
。
そ
の
許
可

の
対
象
の
例
と
し
て
は
、
ラ
ズ
が
あ
げ
て
い
る
〈
義
務
を
超
え
た
行
為
を
行
な
わ
な
い
こ
と
〉
と
と
も
に
、
憲
法
で
保

障
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
基
本
的
自
由
権
も
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

第
四
章
第
一
節
　

ゲ
ー
ム
と
い
う
規
範
体
系
の
自
律
性
（
一
六
五
頁
以
下
）　

　

法
や
道
徳
と
違
っ
て
、（「
言
語
ゲ
ー
ム
」
と
い
っ
た
比
喩
で
は
な
い
）
本
物
の
ゲ
ー
ム
の
規
範
に
関
す
る
哲
学
的
検
討

は
少
な
い
が
、
ラ
ズ
は
本
書
で
そ
れ
を
行
っ
て
い
る
。
中
で
も
ゲ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
に
内
在
す
る
独
自
の
意
義
を
持
っ

て
い
る
と
い
う
指
摘
は
興
味
深
い
。
こ
の
発
想
は
ス
ポ
ー
ツ
倫
理
学
に
応
用
で
き
そ
う
だ
。

第
四
章
第
三
節　

〈
規
範
創
造
機
関
よ
り
も
規
範
適
用
機
関
の
方
が
重
要
で
あ
る
〉
と
い
う
主
張
（
一
八
二
頁
以
下
）　　

　

規
範
の
形
式
と
体
系
性
だ
け
に
着
目
す
れ
ば
こ
の
主
張
は
適
切
か
も
し
れ
な
い
が
、
社
会
的
な
影
響
力
を
考
え
れ
ば
、

規
範
創
造
の
方
が
重
要
で
は
な
い
か
？　

議
会
と
裁
判
所
で
は
ど
ち
ら
の
方
が
社
会
を
変
え
る
力
が
大
き
い
だ
ろ
う

か
？　

ま
た
公
務
員
で
な
い
私
人
の
法
に
対
す
る
態
度
も
重
要
で
は
な
い
か
？
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第
四
章
第
三
節
　

公
務
員
が
認
定
の
ル
ー
ル
を
実
践
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
（
二
〇
七
頁
以
下
）　

　

こ
の
部
分
で
ラ
ズ
は
認
定
の
ル
ー
ル
に
関
す
る
ハ
ー
ト
の
主
張
に
微
調
整
し
か
加
え
て
い
な
い
の
よ
う
に
見
え
る
が
、

そ
こ
で
言
う
第
五
の
命
題
に
反
し
て
、
そ
の
後T

he A
uthority of Law

で
は
〈
公
務
員
は
法
の
道
徳
的
な
正
当
化

可
能
性
を
信
じ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
信
じ
て
い
る
ふ
り
を
し
て
い
る
〉
と
主
張
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
改
説
は

改
良
か
改
悪
か
？

第
五
章
第
一
節
　
法
体
系
の
三
つ
の
特
徴
：
①
包
括
性
、
②
至
高
性
の
主
張
、
③
開
か
れ
た
体
系
（
二
一
五
頁
以
下
）　

　

初
め
の
二
つ
の
特
徴
は
確
か
に
普
遍
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
法
の
歴
史
を
考
え
る
と
、
閉
じ
た
社
会
で
は
、

開
か
れ
て
い
な
い
法
体
系
も
存
在
し
た
（
ま
た
存
在
し
う
る
）
の
で
は
な
い
か
？

第
五
章
第
二
節
　

制
裁
な
き
法
体
系
の
論
理
的
可
能
性
（
二
二
七
頁
以
下
）　

　

法
理
論
に
と
っ
て
は
、「
天
使
の
社
会
」
ま
で
も
考
慮
に
入
れ
る
論
理
的
可
能
性
よ
り
、
経
験
的
人
間
性
を
前
提
と

し
た
現
実
的
可
能
性
の
方
が
重
要
で
は
な
い
か
？
（
前
掲
の
三
浦
『
法
と
強
制
』
や
マ
ー
モ
ー
『
現
代
法
哲
学
入
門
』（
勁

草
書
房
）
五
六
―
五
九
頁
を
参
照
）

第
五
章
第
四
節
　

法
に
つ
い
て
の
内
的
言
明
で
も
外
的
言
明
で
も
な
い
第
三
の
種
類
の
規
範
的
言
明
の
存
在
（
二
四
七

頁
以
下
）　

　

ラ
ズ
は
こ
の
種
の
言
明
を
そ
の
後
「
超
然
た
る
言
明
（
距
離
を
置
い
た
言
明
）detachedstatem

ents

」
と
呼
ぶ
よ

う
に
な
っ
た
。
用
語
法
の
相
違
こ
そ
あ
れ
こ
の
三
分
法
は
現
在
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
し
か
し
私
は
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訳者あとがき
「
超
然
た
る
言
明
」
も
「
外
部
か
ら
見
た
内
的
言
明
」
と
言
え
ば
十
分
で
あ
っ
て
、
二
分
法
を
あ
え
て
捨
て
る
必
要
は

な
い
と
思
う
（
私
の
『
法
哲
学
講
義
』（
筑
摩
選
書
）
一
五
九
―
一
六
一
頁
と
「
ハ
ー
ト
の
法
理
論
は
い
か
に
発
展
さ
せ

ら
れ
る
べ
き
か
？
」『
一
橋
法
学
』
一
八
巻
三
号
（
二
〇
一
九
年
）
四
四
―
四
六
頁
）。

　

本
書
は
他
に
も
た
く
さ
ん
の
興
味
深
い
ト
ピ
ッ
ク
と
発
想
を
蔵
し
て
い
る
。
読
者
は
ど
う
か
そ
の
宝
庫
を
自
分
自
身

で
探
索
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

＊　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　

＊

　

こ
の
訳
書
を
完
成
さ
せ
る
に
あ
た
っ
て
、
服
部
久
美
恵
さ
ん
に
訳
稿
を
読
ん
で
も
ら
っ
た
結
果
多
く
の
訂
正
・
改
善

す
べ
き
点
を
指
摘
し
て
い
た
だ
い
た
だ
け
で
な
く
、
前
記
の
よ
う
に
有
益
な
解
説
エ
ッ
セ
イ
を
寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た

こ
と
に
感
謝
す
る
。
だ
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
訳
文
の
誤
り
は
す
べ
て
私
の
責
任
で
あ
る
。

　

最
後
に
な
る
が
、「
基
礎
法
学
翻
訳
叢
書
」
の
一
冊
と
し
て
の
本
書
の
刊
行
に
賛
同
し
編
集
作
業
を
行
っ
て
い
た
だ

い
た
勁
草
書
房
編
集
部
の
山
田
政
弘
さ
ん
に
感
謝
す
る
。

二
〇
二
四
年
秋
分
の
日

森
　
村
　
　
進


